
【別紙】公共サービス共創事業「つくばイノベーションスイッチ」
クラウドシステムを利用した「業務の見える化」による働き方改革

１ 研究対象業務

２ 使用するシステムについて

●当初賦課業務を見える化（財務部市民税課）
→ 繁忙期の業務効率化のための見える化を

１月から４月にかけて、通常業務に加え、申告相談や次年度の当初賦課事務で多数のタスク・膨大な
事務量が一気に集中します。膨大な事務量を限られた人数で処理するために、リアルタイムで各職
員・業務の処理状況を把握し、効率的な進捗管理を行うことが必要です。
今回の取組で、「業務の見える化」による現状把握ができるかに加え、このことにより業務効率化を
促進することができるかについて検証します。

●教員の日常業務を見える化（教育局教育総務課）
→ 多岐にわたる教員業務の見える化を

授業の他にもその準備、生徒指導、部活動、学校行事など教員の業務は多岐にわたり、多忙を極めて
います。そのような中でも効果的な対応を優先度をつけて行うために、日々、どのような業務を何時
間行っているか正確に把握する必要があります。
今回の取組で教育現場でも気軽に業務の見える化による現状把握ができるかを検証します。

研究対象業務を見える化するため、リージットが開発したクラウドシステム「Log＋（ログタス）」
を利用します。
Log+は、業務管理と時間管理の機能を組み合わせることにより、次のような事項をリアルタイムに

記録できるシステムです。

業務にかかった時間を作業後に思い出して入力するのではなく、作業の前後にボタンをワンクリッ
クするだけで正確な作業時間を簡単に計測できるため、職員の負担を最小限に抑えて「業務の見える
化」が期待できます。

• 各職員が今日一日、どのような業務にどれくらいの時間を費やしたか
• 各業務について、月間や年間でどれくらいの時間を費やしたか
• 今現在、各職員がどのような業務を行っているか

《参考》Log＋公式サイト：https://logtas.jp/


